




◆素案（案）について
意 見 反 映

１ 県民理解のための情報発信が必要
⇒

■ 知事部局への移管により、国や他
自治体との連携した発信力を強化
する

Ⅵ-1（P13）
２ 各状況を踏まえた社寺に対するケアを

検討

⇒

■

■

自治体が主導し、外部の人材の協
力を得て、地域住民が参加して文
化財調査を行う新たなモデルを示す
専門分野を持つコーディネーターが
市民参加型の調査を行い、防犯対
策や特別公開、データベース構築、
情報発信などの保存・活用事業へ
とつなげる

Ⅵ-2（P16）

３ 地域に根ざした文化財、埋もれた文化
財など今まで見過ごされてきたものに目
を向ける

４ 奈良の地域性を盛り込む

⇒

■

■

■

■

地域における実態を調査し、課題を
抽出
文化財コーディネーターの創出、育
成
各関係機関でのデータ共有やサ
ポート体制の充実を図る
モデル地域を定め、コーディネーター
を中心とした地域によるあり方のモデ
ルを示す

Ⅵ-４-②（P22、23）

５ 社寺や個人から流出した文化財に対
する地域の受け皿が必要

６ 遺跡の整備について強調すべき
⇒

■ 発掘調査の標準化を検討・確立す
る

Ⅵ-３（P18）

◆知事部局移管について

意 見 反 映
１ 市町村との連携は、知事部局に移管

した方がはるかに良くなる

⇒

■ 「知事部局に文化財保護に関する
事務を移管した場合の効果」を記
載

Ⅵ-1（P14）２ 移管することにより予算の重点化や拡
充が図れるのではないか

３ 教育との連携が充実し、地域への愛着
を醸成する

◆データベースについて
意 見 反 映

１ 文化財保存、活用、ハザードマップも
盛り込んだ総合的なデータベースを検
討

⇒

■

■

■

デジタルアーカイブのオープンデータ化、
CCライセンスの表示について検討
ハザードマップの機能をデータベース
化し、防犯としての機能を備える
「いかす・なら」(奈良県歴史文化資
源DB)や他機関のDBとのリンクを
検討

Ⅵ-3（P17、18）
２ デジタル化を充実させ、画像と説明によ

る展示を行う ⇒
■ (仮称)奈良県国際芸術家村文化
財修復・展示棟において展示等の
活用を検討

Ⅵ-3（P18）

◆財源について

意 見 反 映
１ 地方自治体の財源に限りがある中で、

文化財が将来の持続可能な社会のた
めに大切な公共財であることを県民に
分かってもらう ⇒

■

■

所有者・市町村の関係者や県民
参加による文化財が大切なことを周
知・ＰＲする機会を設ける
広く多くの人と文化財を維持する必
要性を共有するとともに、持続的な
文化財保護政策を行うための資金
調達手法を検討

Ⅵ-5-①、③（P25、26）

◆その他（ハザードマップについて）
意 見 反 映

１ ハザードマップを制作し、地域の文化財
は地域で大切にするという意識を醸成
する ⇒

■ ハザードマップとしての機能をデータ
ベース化し、防犯としての機能を備
える

Ⅵ-3（P17、18）

「これからの文化財保護の体系検討会議」(第２回) 意見の反映 資料２
















